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始めに
　コンセプトマップとは概念地図法または概念マッピング（concept mapping）は、様々な概念を地
図化する技法で、Joseph D. Novak が1970年代に学生の科学的知識を表現する手段として考案され
た。それは、ある概念（コンセプト）と概念とを線で結ぶなどして、概念間の関係を視覚化する技法
といわれている。その後、各種教育のツールとして使われ、同時に個人やチームの専門知識の表現方
法として、教育だけでなく企業や政府でも使われるようになっていったといわれている。そのコンセ
プトマップを授業（教育）に導入する利点は、①自分が知っていることや知りたいことを明確にする、
②何を問題として学習を進めるのかを理解する、③学習の足跡として思考の方向性を示す、等が挙げ
られている。本来は学習者が何を知っているか、何を学習しなければならないかなどを考え作成する
ものといわれているが、今回は教員が授業をテキストに沿って行うに当たり、ある一つのキーワード
がどのようなキーワードと関連が深いのか、また別の教科でどのような使われ方をしているのか等を
図式化することで、学生は現在またはこれからの学習の意義、必要性が理解でき高効率的な学習がで
きるのではないかと思い、意義、課題などを考えてみた。
栄養士養成課程コアカリキュラム
　栄養士養成校における栄養士課程教科には、社団法人全国栄養士養成施設協会が作成した「栄養士
養成課程コアカリキュラム」がある（図１）。このコアカリキュラムは大項目と中項目に分かれ、中
項目のそれぞれの学ぶべき内容が基本的内容の（a）から必要に応じて知っておいたほうがよい（c）まで
が記載されている。その内容は広範囲に及んでおり、そのため授業では（a）は必須、（b）、（c）の内容は
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時間があれば触れることが望ましいとされている。実際、毎年行われる栄養士実力試験は（a）の内容
から出題されている。専門教科科目に対応するテキストも、そのコアカリキュラムに準拠した内容と
なっており、教員はコアカリキュラムの内容とテキストの内容を考慮しながら授業を進めることが一
般的である。
重複しない効率的な授業に活用
　授業の中で、栄養士課程の専門科目のコアカリキュラムの中項目を見てみると各教科で同じ項目が
出てくる。例えば［食事摂取基準］は栄養学総論、応用栄養学、栄養指導論、公衆栄養学、給食管理
論等である（図２）。当然ながら各教科に於いてその［食事摂取基準］の捉え方が違うものであろう
が（図３）、授業を進めていく上でそれを学生に講義する際は［食事摂取基準］とはについて、基本
的事項を相当の時間を割いて説明している。［食事摂取基準］は５教科に出てくるのだが、同じ説明
を５教科全部がしているならばかなりの時間となることが容易に想像できる。さらに図２の如く、そ
れぞれの教科間でその［食事摂取基準］の捉え方が関連している。
　この様な各教科の重複するキーワードの説明の時間的無駄は多いと思われる。そこで、この重複す
るキーワードを各教科のコアカリキュラムから洗い出し、共通する説明を一つの教科で各教科の捉え
方とともに重点的に講義することで、そのほかの教科ではかなり時間が削減できるのではないかと考
えられる。
　例に出している「食事摂取基準」の共通する説明に関していえば、各教科シラバス（図２）を検討
すると一番時間を多く費やし説明をしている応用栄養学、もしくは公衆栄養学が担当するのが妥当で
はないかと思われ、他の教科の捉え方も同時に説明する事で、他の教科に於ける授業ではその分の時
間を有効に使う事が出来ると思う。その他複数教科に跨るコアカリキュラムも多数存在するので、ど
の程度までの共通コアカリキュラムのコンセプトマップを作成すればよいのか検討中である。さら
に、各教科の例えば臨床栄養学や栄養指導論を理解する上で必要な知識となる生化学や基礎栄養学、
食品学のような教科をどう繋げていくのかをも検討事項である。今後学科教員の相互理解が必要と思
われるが、専門教科内での横断的授業を取り入れる上では必要なアイテムと考える。
授業の開講時期検討や授業の進め方に活用
　栄養士の仕事の一つに栄養の指導がある。その指導は何も個別指導ばかりではなく、むしろ実際の
給食を通しての指導が多いと思われる。その献立作成や調理方法の根拠として臨床栄養学や食品学が
あり、さらにその根拠として応用栄養学、生化学、基礎栄養学がある。栄養士養成課程におけるそれ
ら専門教科は、基本的にそれぞれ独立した学問である。その教科自体には必要単位数の関係でⅠ・Ⅱ
とつながっているものもあるが、開講時期の決定に於いては各養成校に委ねられている。本学に於い
ては、基礎栄養学（栄養学総論）、応用栄養学は１年次前期、臨床栄養学Ⅰ・Ⅱと栄養指導論Ⅰ・Ⅱ
は１年次後期、２年次前期、に開講されているが臨床栄養学や栄養指導論の根拠となるはずの生化学
はそれら教科が終了した２年次後期に開講されており若干の疑問も感じる。開講時期に関しては、校
外実習までに栄養士としての実務に直結すると思われる教科を終了させておく必要性から時間的にも
致し方ない面もあるが、学生に対する専門教科の効果的な教育と考えたときに若干の疑問も残る。
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　そこで、臨床栄養学における代謝性疾患には、炭水化物や脂質の代謝に関する部分が疾患との関連
で出てくるが、生化学の授業でも各栄養成分の代謝の部分は臨床栄養学に関連づけることで、根拠の
後付になってしまうが食事・食品との関連が確かなものとなるのではと感じられる。そうするために
は、各教科・教員の授業内容を関連する教員が共有することが必要になると思われる。そのためのア
イテムとしてコアカリキュラムを基にしたコンセプトマップを活用することも有用であると考えられ
る（図４）。
学生に対するオリエンテーションや毎回の授業に活用
　図４に出てくるたくさんの項目は、栄養士コアカリキュラムの内容にある、基本的事項である（a）
の項目である。初めにも述べたが、（a）項目は授業で触れなければならない必須項目である。オリエン
テーションに於いて臨床栄養学の意義、目的、到達目標、授業の概要などを説明するとき、このコン
セプトマップを用いることで視覚的にも授業全体の概要が理解しやすくなるのではないかと考えられ
る。さらに毎回の授業の冒頭でいう到達目標の提示の際や実際の授業でのキーワードの説明などにも
活用することで、授業内容がどういう必要性があるのか、さらにその前後の授業内容との関連性など
がより理解しやすくなるのではないかと考える。また、学生の予習・復習の指示をする際も説明しや
すく、学生自身もポイントが絞りやすい予習・復習が出来るのではないかと考えられる。
　
終わりに
　以上よりこのコンセプトマップを本学の食物栄養学科において授業などに取り入れることは、横断
的授業を進める上でも意義ある事と思われる。今後今回掲げた重複しない効率的な授業に活用、授業
の開講時期検討や、学生に対するオリエンテーション、毎回の授業に活用について、学科教員間で速
やかに検討を重ね実施し、その有用性について検証・検討を重ね本紀要の紙面上で明らかにしていき
たい。
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図１　社団法人全国栄養士養成施設協会　作成　「栄養士養成課程コアカリキュラム」（公衆衛生学
一部抜粋）
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図２　「栄養士養成課程コアカリキュラム」に準じた食事摂取基準コンセプトマップ（案）
（網掛け部分が食事摂取基準に関連）
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図３　本学に於ける各教科の食品摂取基準に関するシラバスの抜粋
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図４　臨床栄養学概論コンセプトマップ（案）　一部抜粋
